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野球のトス打撃練習におけるトスの投げ出し位置の違いが 
打撃動作に及ぼす影響について 
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1．緒言  

 野球の打撃練習の一つにトス打撃(別名ティ

ーバッティング)練習がある．基本的には斜め

前方からトスを投げてもらい，それをネットに

打ち返すのだが，最近では横から投げるトス，

捕手方面から投げるトスなど様々なトス打撃

の練習法が考案されている．その目的は，体の

開きを抑える為やコンパクトなスイングをす

る為だといわれているが，研究では明らかにな

っていない． 

 そこで本研究の目的は，前から投げるトス，

横から投げるトス，後ろから投げるトスが打撃

動作にどのような影響を与えるかをバイオメ

カニクス的に分析し，トス打撃練習の効果を検

討して，指導現場への示唆を得ることであった． 

2．研究方法 

被験者は，本学硬式野球部 9 名(右打ち 7 名，

左打ち 2 名)であった．実験はトスネットに向

って前からのトス，横からのトス，後ろからの

トスを各 2 球ずつ打たせ，動作の撮影を行った．

本実験で算出した項目はバットのヘッドスピ

ード，打球方向，バットヘッドの軌跡，肘関節

角度，上胴，下胴，バットの回転角度および角

速度，体幹の捻り角度であった． 

3．結果 

 トップハンド，ボトムハンドの肘関節角度に

おいて，多くの被験者は後ろトスにおけるイン

パクト時点の肘関節角度が小さかった．反対に

大きかったのは横トスであった． 

 上胴および下胴の回転角度において，多くの

被験者は横トスにおけるインパクト直前およ

びインパクト時点の回転角度が 3 試技で最も

小さかった．反対に大きかったのは後ろトスで

あった(図１ 参照)． 

  

 

体幹の捻り角度において，インパクト直前お

よびインパクト時点で最も捕手方向へ上胴を

捻っていたのは横トスであった． 

4．考察 

 トップハンド，ボトムハンドの肘関節角度

において，後ろトスにおける角度が 3 試技で

最も小さかったことから，後ろトスは他の試

技にくらべて肘がたためておりコンパクトな

スイングができていると考えられる．また，

上胴および下胴回転角度において，多くの被

験者の横トスにおける回転角度が 3 試技で最

も小さかったこと，体幹の捻り角度で捕手方

向へ最も上胴を捻っていたことから，横トス

は他の試技に比べて体の開きが抑えられると

考えられる． 

5．結果 

 普段大振りをしてしまう選手は後ろトスを，

体が開いてしまう選手は横トスを多く練習す

ることで動作の改善が期待できることが示唆

された． 
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       図１ 上胴回転角度 



 


